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  ────────────────────────────────── 

◎表彰状の伝達 

○議会事務局長（小島 実君） おはようございます。  

 会議に入ります前に表彰状の伝達を行います。  

 このたび、根室町村議会議長会から町議会議員在職１０年以上の議員に対しまして、そ

の功績をたたえ表彰状が贈られます。 

 表彰状の伝達を議長から行いますので、今西議員、松壽議員、木嶋議員のお三方は御登

壇願います。 

（表彰状の伝達） 

○議会事務局長（小島 実君） 以上で、表彰状の伝達を終わります。  

────────────────────────────────── 

◎議長挨拶 

○議長（西原 浩君） おはようございます。 

令和３年第４回定例会の開会に当たり、一言御挨拶申し上げます。 

議員各位には、年末を控え公私御多忙のところ御出席をいただき、厚く御礼申し上げま

す。 

ただいま、３名の議員に対し、根室町村議会議長会から議員在職１０年以上の功績に対

し、表彰状を伝達させていただきました。 

３期目内での節目の表彰ですが、議員各位の日頃の議員活動に対して敬意を表したいと

思いますし、今後もますますの御活躍を御期待申し上げるところでございます。 

昨年１月に新型コロナウイルス感染症の感染者が日本で初めて確認されてから２年が経

過しようとしていますが、町民の皆さんへのワクチン接種も順調に進み、１１月末に集団

接種も終了いたしました。炎天下の中でも接種に従事した医療機関の皆様と、接種事務に

従事した職員の皆さんに心より感謝申し上げます。 

そのおかげもありまして、現在は全国で感染者が減少し、落ち着いた状況になっていま

す。しかし、新たな変異株ウイルスの出現もあり、まだまだ予断を許さない厳しい状況と

言えます。 

このコロナ禍の中で、昨年から延期していた東京オリンピックが７月に開幕し、日本選

手の歴代最多のメダル獲得に町民の皆さんも感動し、また、パラリンピックの多様性と協

調を表現した開会式に感動と学びを感じたことと思います。 

来年の２月には冬季北京オリンピックが中国で開催されることになり、本町出身の新濱

選手や郷選手、頭角を現してきた森重選手、野々村選手の出場が予想され、その活躍を大

いに期待しているところでございます。 

我が国の経済も、新型コロナ感染症による厳しい状況が徐々に緩和されつつも、景気は

依然として不透明な状況にあると言えます。 

本町においても、国の緊急経済対策や町の支援策を講じましたが、飲食業や宿泊業の落

込みは未だに厳しく先が見えない状況と言えます。 

加えて、太宗漁業である秋サケの極端な不漁は、地域経済にも大きな打撃を与えている

ところでございます。 

このような状況下で、社会保障対策や産業の振興策など、様々な行政課題の解決に向

け、総合計画のもと、新年度の予算編成作業が進められていることと思います。 

議会といたしましても、行政と十分に意思疎通を図りながら、建設的な議論を行い、地
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域振興施策の推進に一層努めなければならないと改めて思うところでございます。 

９月定例会では第２期議会活性化計画に基づき、別海町議会基本条例を制定いたしまし

た。 

わかりやすい議会、結果を出す議会、開かれた議会、行動する議会の４つの理念を基本

理念とし、これを具現化するために議員全員が邁進し、町政の健全な発展と住民の福祉の

増進に寄与すべく、力を合わせて取組んでまいりたいと考えております。 

本日から開会する第４回定例会については、議員各位におかれましても円滑に議事を進

められ、議会本来の権限を十分に発揮し、適正で妥当な議決に至りますようお願い申し上

げます。 

一段と冷え込みが厳しくなり、いよいよ冬本番となってまいりましたが、議員各位には

御自愛のうえ、諸般の議事運営に御協力を賜りますようお願い申し上げまして、開会の挨

拶といたします。 

開会 午前１０時００分 

────────────────────────────────── 

◎開会宣告 

○議長（西原 浩君） それでは、会議に入ります前に申し上げます。 

今会期中は、広報及び報道関係者の写真撮影及びパソコンの使用を許可しておりますの

で、申し上げておきます。 

なお、新型コロナウイルス感染症対策のため、議場内ではマスクの着用をお願いいたし

ます。 

ただいまから令和３年第４回別海町議会定例会を開会いたします。 

ただいま出席している議員は１６名であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（西原 浩君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により議長において指名いたします。 

１番宮越議員。 

○１番（宮越正人君） はい。 

○議長（西原 浩君） ２番横田議員。 

○２番（横田保江君） はい。 

○議長（西原 浩君） ３番田村議員。 

○３番（田村秀男君） はい。 

○議長（西原 浩君） 以上、３名を指名いたします。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２ 議会運営委員会報告 

○議長（西原 浩君） 日程第２ 議会運営委員長から委員会の協議概要について報告

があります。 

なお、本件は、報告のみであります。 

議会運営委員長。 

○議会運営委員長（小林敏之君） はい。 
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 それでは、報告いたします。 

 １２月２日及び１２月８日に開催いたしました議会運営委員会で、第４回定例会に係る

運営等について協議をいたしましたので、その内容について報告申し上げます。 

 第４回定例会に町側から提出されております案件は、全部で２１件であります。 

 内容は、令和３年度各会計補正予算が５件、条例の制定が１件、条例の一部改正が７

件、工事請負契約の締結が２件、公の施設の指定管理者の指定が３件、辺地に係る公共的

施設の総合整備計画の変更が１件、同意案件が１件、工事請負契約の専決処分の報告が１

件であります。 

 これら提出案件のうち、各会計補正予算の５件と別海町下水道等事業の設置等に関する

条例の制定を除いては、委員会への付託は省略し、本会議において、質疑、討論採決す

べきものとし、令和３年度各会計補正予算については、予算決算審査特別委員会に付託

し、議案第７２号別海町下水道等事業の設置等に関する条例の制定については、新規条例

ですので、産業建設常任委員会に付託して、慎重な審査をすべきものと決定いたしまし

た。 

 なお、各会計補正予算の５件と議案第７２号別海町下水道等事業の設置等に関する条例

と議案第７７号別海町集落排水施設設置条例の一部改正、及び議案第７８号別海町水道事

業及び町立別海病院事業の利益及び資本剰余金の処分等に関する条例の一部改正の３件、

議案第７３号別海町ふるさと寄附条例の一部改正と議案第７４号別海町ふるさと応援基金

条例の一部改正の２件については、それぞれ関連がありますので一括議題といたします。 

工事請負契約の専決処分の報告につきましては 報告のみであります。 

次に、会期及び議事日程であります。 

第４回定例会の会期は、１２月１３日から１２月１７日までの５日間とし、初日には、

町長提出議案の内容説明、質疑を行います。 

２日目と３日目午前中まで一般質問を行い、３日目午後からと４日目は休会といたしま

す。  

３日目午後からは令和３年度各会計補正予算の審査のため、予算決算審査特別委員会を

開催し、４日目は各常任委員会をそれぞれ行います。 

５日目、最終日は第３回定例会で付託された令和２年度各会計決算認定を含めた付託案

件の結果報告と町長提出議案の討論採決を行い、その後、議員発議案件の内容説明、質

疑、討論採決等を行うことと決定いたしました。 

 また、第３回定例会において予算決算審査特別委員会に付託されておりました令和２年

度各会計決算の認定第１号から第８号については、全議員の構成で審査しておりますの

で、委員長報告及び討論を省略し、採決を行うことといたしました。 

 次に、一般質問であります。 

 通告を受理しております一般質問は、田村議員、中村議員、横田議員、外山議員、宮越

議員、木嶋議員、瀧川議員の７名で、全員が一問一答方式であります。  

質問の順番は、会議規則等運用規程に基づき通告順に行うことといたしました。 

議員各位、理事者におかれましては、効率的な議会運営と活発な政策議論となるよう、

町民に分かりやすい簡明かつ明快な質問や答弁に配慮されますよう、よろしくお願い申し

上げます。 

次に、請願、陳情等についてであります。  

請願、陳情等に係る対応については、慎重に協議いたしました。 
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その結果は、お手元に配付のとおりであります。 

陳情等の写しは議員控室で閲覧できますので、賛同される議員は、議員発議により提出

願います。 

次に、議員発議案件であります。 

現在予定されておりますのは、議員提出案件、１件であります。 

内容は、「地球温暖化、海水温上昇に伴う水産漁業被害の解明と支援策を求める意見

書」を松壽議員から提出されるもので、定例会最終日に提案することになっております。  

最後に、発言の機会の付与についてですが、町長ほか職員が議長の許可により議員の質

問に対して論点を明確にするためのもので、議会の議論が活性化し、議論のポイントを町

民の皆様に分かりやすくするために導入したものであります。 

町長をはじめ執行機関並びに議員各位には、その趣旨を十分御理解いただきますようお

願いいたします。 

以上、議会運営委員会で協議しました内容の報告とさせていただきます。 

────────────────────────────────── 

◎日程第３ 会期決定の件 

○議長（西原 浩君） 日程第３ 会期決定の件を議題といたします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は、本日から１２月１７日までの５日間にしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は、本日から１２月１７日までの５日間と決定いたしました。 

────────────────────────────────── 

◎日程第４ 諸般の報告 

○議長（西原 浩君） 日程第４ 諸般の報告を行います。 

諸般の報告は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第５ 行政報告 

○議長（西原 浩君） 日程第５ 行政報告を行います。 

町長。 

○町長（曽根興三君） おはようございます。 

 本日、令和３年、第４回の町議会定例会を招集させていただきました。議員の皆様方に

おかれましては、年末を控えて何かと大変お忙しい時期だったものでありますけれども、

全員の御出席を賜りましたこと、感謝申し上げます。 

 それでは、定例会開会に当たりまして、行政報告を申し上げます。 

 師走に入りまして、本年度も本格的な降雪の時期を迎え、また、本日夜半からは雪の予

報が出ておりまして、こういった状況を踏まえ、本年度の除雪体制につきましては、先月

までに、個人と法人合わせて２７業者と除雪業務の委託契約を締結しておりまして、町有

車と民有車合わせて８１台の除雪体制を整えております。 

 近年は、気象の変動が激しく、降雪の予測も大変難しい状況ではありますけれども、冬

期交通の安全を確保し、町民生活、産業活動に支障を来たさないように、迅速に対応して

まいります。 
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 次に、新型コロナウイルス感染症関連についてでございますけれども、９月３０日に北

海道の緊急事態宣言が解除された以降も、町民や事業者の皆様の感染防止対策への御協力

によりまして、町内における新規の感染は、１０月１７日以降確認されておりません。 

 現在は、落ち着いた状況でございます。 

 しかしながら、議長の話にもありましたけれども、新型株オミクロン、これの脅威が町

民の皆さん感じているというようなところでございますので、根室振興局と管内の各自治

体が共同で年内に感染予防の啓発ポスターを制作することになっております。 

 また、この後の年内の行事ですけれども、１２月２６日、今年の１月にできなかった成

人式を、コロナが落ち着いたという状況を踏まえて実施される予定になっておりますの

で、御理解よろしくお願い申し上げます。 

 それでは、次に産業の動向について、御報告申し上げます。 

 酪農畜産の情勢でございますけれども、町内の生乳生産量は、本年１月から１０月末ま

でで、４２万８,０００トン、これは対前年比で１０２.１％、額で言いますと、４４６億

８,０００万円、これは対前年比で１００.１％となっております。 

 しかしながら、乳量及び生産額が、このように順調に推移している中、新型コロナウイ

ルス禍で生乳需給、これは牛乳乳製品の需要が緩和してきまして、脱脂粉乳やバターが

過剰在庫を抱える事態となっていることから、北海道では、来年度から生乳生産の抑制す

る方向で調整に入っております。 

 生乳の増産を抑制することになれば、本町の酪農家の経営に大きな影響が出ることが懸

念されますことから、既に国に対しまして、北海道だけの取り組みではなく、全国的な需

給調整機能の構築と、輸入品の代替えができる仕組みの構築、さらに、特に脱脂粉乳であ

れば、生産調整を行う前に、飢餓等の貧困国に対しまして、食糧支援として送るなどの対

策を行っていただくような要請を１１月、１２月にかけて国の方にも動いております。 

 私も要請に行ってまいりました。 

 本件については、今後もしっかり動向を注視しながら、全道の首長や農協などの関係機

関と一丸となって対応していかなきゃならないと考えております。 

 次に、本年度の牧草の収穫状況でございますけれども、好天に恵まれたおかげで、１番

草は３日早く、２番草も８日ほど早く終了しています。 

 ただ、収量では、１０アール当たり、１番草で２,３４０キログラム、２番草で   

１,２２５キログラム、合計３,５６５キログラムということで、これは平年と比べると 

９７.６％の収量となっております。 

 牧草はこういう状況でしたけれども、飼料用のトウモロコシの収量は、１０アール当た

り、露地栽培で、６,１８４キログラム、平年比１１４.７％と増収となっております。 

 なお、生乳生産農家戸数ですけれども、本年１０戸が離脱しまして、２戸が新規参入し

たことから、１２月現在では６１４戸となっております。 

 次に、菊と緑の会についてでございます。 

 ３８回目となります菊と緑の会は、今年も友好都市である枚方市に御協力をいただきま

して、１１月５日から１１月８日までの日程で、女性６名、男性７名参加のもと、開催い

たしました。 

 最終日のマッチングでは、４組のカップルが誕生しまして、現在も順調にお付き合いが

続いているということでございますので、今後、交際が深まることを期待し、温かく見

守っていきたいと考えております。 
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 続いて、水産業の状況です。 

 本年の本町の太宗漁業であります秋サケ定置網漁は、１１月１３日で操業を終えまし

た。 

 漁獲数量は、野付漁協が対前年比１０７％、数量で９３３トン、別海漁協が対前年比 

７３％、数量で２１６トン、町全体の漁獲量としましては、９９％、１,１４９トン、金

額で言いますと、対前年比１１０％の９億５,１８７万円で、これは前年度は記録的な不

漁であって、しかしそれとほぼ同程度の水揚げであったということでございます。 

 本町の重要な水産資源である秋サケの漁獲量の早期回復を、切に願っているところでご

ざいます。 

 原因究明も大変重要な課題であるというふうに考えております。 

 また、１０月２２日から１１月１６日まで操業されました秋のホッカイシマエビ漁は、

漁獲数量で対前年比７０％、数量で１０.５トンです。 

 金額では対前年比９８％の５,１４０万円で、昨年を若干下回る結果でございますけれ

ども、本年１年間の実績では、漁獲数量は対前年比で１０４％、２６.７トン、金額では

対前年比１１４％の１億２,０７０万円となっております。 

 価格は前年度より少し高かったという状況でございます。 

 なお、１１月末まで現在の両漁協の総水揚げ状況につきましては、数量で対前年比  

１２７％の２万５,７７７トン、金額で言いますと１４９％の７１億５,３６３万円とな

り、新型コロナや秋サケ不漁の影響もありましたが、ホタテを含む貝類の水揚げが好調で

あったために、前年を上回る結果となることができました。 

 １２月２日からは、冬期のホタテ漁が始まっておりますけれども、これからの歳末商戦

を控えて、さらに価格動向には大いに期待しているところでございます。 

 次に、商工業についてです。 

 １１月末現在の主な中小企業振興事業の実施状況は、開業支援経営拡大助成等を目的

としました起業家支援事業ですけれども、これが９件となりまして前年と比較して３件ほ

ど増えております。 

 また、町内建築業者の受注機会確保を目的としました地域貢献中小企業支援事業、これ

は２６件ということで、これは対前年と比較しますと５件ほど下回っております。 

 次に、商店街活性化を目的としましたにぎわい商店街創造事業は、これは９件の申請が

あります。今年度も昨年度同様に、新型コロナウイルス感染症対策事業として制度内容を

拡充はしたんですけれども、昨年度と比較して８件の減となっております。 

 次に観光ですけれども、１０月末までの観光客の入込み状況は、全体で１２万   

９,８６１人、これは前年と比べまして３,７２５人ほど減っております。 

 ネイチャーセンターでは、前年同月の比較として３,４４６人減少ということで、道の

駅では、８９３人の減少ということになっております。 

 要因は、緊急事態宣言やまん延防止等重点措置が行楽シーズンに発出されたことで、人

流が抑制されたことによるものと推測されております。 

 今後は、べつかい宿泊割をはじめとする、どうみん割やＧＯＴＯトラベルを利用した観

光客の入込みに期待を寄せているところでございます。 

 次に、令和３年度別海町優良勤労者表彰でございますけれども、１１月２９日に表彰式

を開催しまして、長年にわたり勤労に励まれました７名の方を表彰させていただきまし

た。  
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 この表彰により、表彰者、その事業所のみならず、町全体の産業のさらなる振興発展に

つながることを期待しております。 

 産業の動向については以上でございます。 

 続いて、ふるさと納税についてです。 

 今年度堅調に推移しておりますふるさと納税でございますけれども、９月定例会で増額

補正しましたふるさと応援寄附金額を既に超えている状況でございます。 

 急増する寄付者のニーズに対して、これまで返礼品の確保に御協力をいただきました各

種の生産者、また、加工業者の皆様方に大変感謝を申し上げますとともに、この年末及び

来年以降の返礼品の確保に向けましても、一層の御協力をお願い申し上げます。 

 次に、西春別駅前歯科診療所の歯科医師の状況についてでございます。 

 診療所長の退任に伴いまして、令和２年８月から診療を休止しておりました西春別駅前

歯科診療所について、この間、ホームページや釧路歯科医師会等を通じて、後任の歯科医

師の募集を行ってきたところでございますけれども、本年９月下旬に、関東地方の歯科医

院に勤務する歯科医師から応募に関する問合せがございまして、１０月には本人が来町さ

れ、診療所の施設を見学し、その運営についての話し合いを行いました。 

 当該医師は、地域医療に大変強い関心をお持ちで、現在の勤務先との契約期間が満了と

なります令和４年３月末日以降は、本町に移住されて西春別駅前歯科診療所での診療を望

まれております。 

 来町された際には、実際に施設を視察いただき、運営形態等について確認をされた上

で、応募の意思を確認することができたことから正式に応募を受理し、現在、歯科診療所

の再開に向け準備を進めているところでございます。 

 本定例会に提出する補正予算には、歯科診療所の再開に向けた診療所及び医師住宅の設

備の入替えや経年劣化による施設の補修等環境整備に必要な経費について計上させていた

だいておりますので、御理解をよろしくお願い申し上げます。 

 次に、日米共同訓練についてでございます。 

 矢臼別演習場における日米共同訓練は１２月５日から行われ、事故やトラブルもなく、

１２月９日に無事に終了いたしました。 

 今回、矢臼別演習場で初めてオスプレイを使用した訓練が行われることもありまして、

私自身も現地に出ていきまして、様子を視察してまいりました。 

 また、実施期間中は現地に職員を待機させまして、情報収集に努めたところでございま

す。 

 オスプレイは、１２月６日の１３時１５分頃、１２月７日の８時５０分頃及び１３時 

４０分頃の計３回、矢臼別演習場に飛来したことを確認しております。 

 申し上げたとおり、事故やトラブルはありませんでしたが、飛行経路の情報は提供され

ず、見えぬ不安を抱かれた住民の方々もおられることと思われますことから、今後も引き

続き、北海道防衛局を通じ、徹底した安全策をはじめ地域住民の気持ちに寄り添った訓練

となるよう、周辺自治体と協力をして要請してまいりたいと考えております。 

 以上をもちまして、行政報告とさせていただきます。 

────────────────────────────────── 

◎日程第６ 提出案件の概要説明 

○議長（西原 浩君） 日程第６ 提出案件の概要について説明があります。 

○副町長（佐藤次春君） 議長。 
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○議長（西原 浩君） 副町長。 

○副町長（佐藤次春君） はい。 

 それでは、本定例会に提出いたしました議案等について、その概要を説明いたします。 

 なお、提案理由につきましては、議案等が上程された際に詳細を説明いたしますので、

私からは概略の説明とさせていただきます。 

 提出いたしました案件は、議案が１９件、同意が１件、報告が１件でございます。 

 議案第６７号から議案第７１号までの５件は、令和３年度各会計補正予算です。 

 議案第６７号令和３年度一般会計補正予算で、主な内容ですが、コロナ禍の影響を含む

執行残の減額精査の一方で、除雪経費、燃料費の増額のほか、特防調整交付金の増額交付

による地域医療体制維持確保事業や、ふるさと応援制度推進事業、新型コロナウイルスワ

クチン追加接種事業、子育て世帯に５万円を給付する臨時特別給付金事業、水産系副産物

再資源化施設ホタテウロ焼却処分事業、イーストタウン寿団地２号棟及びグリーンハイツ

長寿命化事業などの増額により、２０億８,６４０万円を増額補正するものです。 

 次に、議案第６８号令和３年度下水道事業特別会計補正予算は、主に執行残の精査によ

り、１,０１０万円を減額補正するものです。 

 議案第６９号令和３年度介護サービス事業特別会計補正予算は、職員等人件費を含む支

出見込額の精査による減額がある一方で、新型コロナウイルス感染防止に係る消耗品の購

入や施設に係る燃料費の増額により、８０万円を増額補正するものです。 

 次に、議案第７０号町立別海病院事業会計補正予算は、感染性廃棄物処理、病理等検査

に係る委託料等の増額がある一方で、給与費の精査による減額により、収益的支出で  

４３９万８,０００円を減額補正するものであります。 

 議案第７１号水道事業会計補正予算は、収益的支出の営業費用で、職員等人件費を含む

支出見込額の精査による増額の一方で、収益的支出の営業外費用で、課税仕入れの増額に

伴う消費税納付額の減額見込みにより、８１０万円を減額補正するものです。 

 また、資本的収入で企業債を１,１２０万円増額し、資本的支出の建設改良費では、国

営環境保全型かんがい排水事業別海西部地区完了負担金、農業水路等長寿命化事業負担金

の増額見込みにより、９,３１８万４,０００円を増額補正するものです。 

 次に、議案第７２号別海町下水道等事業の設置等に関する条例の制定は、令和４年４月

１日から、本町における下水道等事業について、地方公営企業法を適用した運用を行うた

め、新たに条例を制定しようとするものです。 

 議案第７３号別海町ふるさと寄附条例の一部改正については、町の施策として、ふるさ

と納税の推進を強化し、多くの寄附が期待できる状況の中、本条例で規定する寄附目的の

事業区分に、子ども子育てや教育、健康や医療の充実、移住定住策などの地方創生に関す

る項目がないことなどから、寄附者が選択しやすく、意向範囲を広げる事業となるよう所

要の改正を行おうとするものです。 

 議案第７４号別海町ふるさと応援基金条例の一部改正については、ふるさと寄附の原資

について、先ほど説明しました別海町ふるさと寄附条例の子ども子育てや教育、健康や医

療の充実などに関する事業区分に係る指定寄附金について、基金へ積立てることについて

及び指定する事業の財源として充てることについて、所要の改正を行うものです。 

 議案第７５号別海町国民健康保険税条例の一部改正については、全世代対応型の社会保

障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律、これの公布に伴い、未就学

時の子供に係る国民健康保険税被保険者均等割額について、その５割を減額し、その減額
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相当額を公費で支援する制度が創設されたことにより、所要の改正を行うものでありま

す。 

 議案第７６号別海町国民健康保険条例の一部改正については、健康保険法施行令などの

一部改正に伴い、産科医療補償制度が見直しされたこと等を踏まえ、少子化対策としての

重要性に鑑み、出産育児一時金の支給総額を維持するため、所要の改正を行うものです。 

 議案第７７号別海町集落排水施設設置条例の一部改正及び議案第７８号別海町水道事業

及び町立別海病院事業の利益及び資本剰余金の処分等に関する条例の一部改正について

は、議案第７２号別海町下水道等事業の設置等に関する条例の新規制定に伴い、所要の改

正を行うものです。 

 議案第７９号別海町水洗便所改造資金融資条例の一部改正については、現在も水洗化と

なっていない建物があることから、この状況の解消に向けた取組を推進するため、資金の

融資条件の見直しなど、所要の改正を行うものです。 

 議案第８０号及び議案第８１号工事請負契約の締結についての２件は、１２月２日に入

札を行った工事のうち、予定価格が５,０００万円を超えるものについて、議会の議決を

求めるものであります。 

 議案第８２号から議案第８４号までの３件は、公の施設に係る指定管理者の指定につい

てです。 

 令和４年３月３１日をもって指定管理が満了する、別海町地域情報通信施設、別海町営

畜牛育成牧場、別海町ふれあいランドの３件について、令和４年４月からも、引き続き指

定管理者による指定管理とするため、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第８５号の辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更については、尾岱沼辺地に

ついて、公共的施設整備の計画の事業費を変更しようとするものです。 

 同意第１号は、別海町教育委員会委員の任命についてです。 

 本町では、４名の方を教育委員会委員に任命しておりますが、令和３年１２月２１日を

もって１名の方が任期満了を迎えることから、新たな教育委員を任命いたしたく、議会の

同意を求めるものであります。 

 最後に、報告第２２号の専決処分の報告については、工事請負契約の一部を変更する必

要が生じ専決処分を行ったことから、その内容について、議会に報告をするものでありま

す。 

 以上で、提出いたしました議案の概要説明とさせていただきます。御審議の上、御決定

賜りますようお願いを申し上げます。 

────────────────────────────────── 

◎委員会付託省略の議決 

○議長（西原 浩君） ここでお諮りします。 

本定例会に提出されております議案第７３号から議案第８５号及び同意第１号までの１

４件については、会議規則第３９条第３項の規定に基づき委員会の付託は省略したいと思

います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７３号から議案第８５号及び同意第１号までの１４件については、

委員会の付託は省略することに決定いたしました。 
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────────────────────────────────── 

◎日程第７ 議案第６７号から日程第１１ 議案第７１号 

○議長（西原 浩君） 日程第７ 議案第６７号令和３年度別海町一般会計補正予算（第

６号）、日程第８ 議案第６８号令和３年度別海町下水道事業特別会計補正予算（第１

号）、日程第９ 議案第６９号令和３年度別海町介護サービス事業特別会計補正予算（第

１号）、日程第１０ 議案第７０号令和３年度町立別海病院事業会計補正予算（第１

号）、日程第１１ 議案第７１号令和３年度別海町水道事業会計補正予算（第１号）の５

件については、別海町議会会議規則第３７条の規定により一括議題といたします。 

内容について順次説明を求めますが、ここで説明者に申し上げます。 

これらの５件の補正予算については、予算決算審査特別委員会に付託し詳細な審査をし

たいと考えておりますので、内容については要点のみにとどめて説明願います。 

それでは、初めに、議案第６７号令和３年度別海町一般会計補正予算（第６号）の説明

を求めます。 

○財政課長（川具哉君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（川具哉君） はい。 

議案第６７号の内容説明をさせていただきます。 

別冊の令和３年度別海町一般会計補正予算書の１ページをお開きください。 

令和３年度別海町一般会計補正予算（第６号）。 

令和３年度別海町一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによる。 

第１条、歳入歳出予算の補正。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２０億８,６４０万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ２２１億２,９７０万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入 

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

第２条、繰越明許費。 

地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用することができる経

費は、「第２表 繰越明許費」による。 

第３条、債務負担行為の補正。 

債務負担行為の追加は、「第３表 債務負担行為補正」による。 

第４条、地方債の補正。 

地方債の変更は、「第４表 地方債補正」による。 

２ページをお開きください。 

第１表、歳入歳出予算補正で補正額の欄で申し上げます。 

まず、歳入です。 

１款町税、１項と３項で６,０２２万９,０００円の増。 

９款国有提供施設等所在市町村助成交付金、１項で２７１万円の減。 

１４款使用料及び手数料、１項と２項で３６２万１,０００円の減。 

１５款国庫支出金、１項から３項で４億３,４８１万４,０００円の増。 

１６款道支出金、１項から３項で８０万５,０００円の減。 

１７款財産収入、１項で１４０万１,０００円の増。 

１８款寄附金、１項で１４億円の増。 
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１９款繰入金、１項で１億１,３１８万３,０００円の減。 

２１款諸収入、４項と５項で９,５２７万５,０００円の増。 

２２款町債、１項で２億１,５００万円の増。 

歳入合計で２０億８,６４０万円の追加です。 

次に、３ページにお進みください。 

歳出です。 

１款議会費、１項で７４万８,０００円の減。 

２款総務費、１項と２項及び４項と６項で１６億２,０７８万４,０００円の増。 

３款民生費、１項と２項で８,５１６万８,０００円の増。 

４款衛生費、１項と２項で８,３７２万８,０００円の増。 

６款農林水産業費、１項から４項で２,２５５万７,０００円の増。 

８款土木費、２項から４項で３億５,２７１万４,０００円の増。 

９款消防費、１項で５９３万２,０００円の減。 

１０款教育費、１項から次ページにわたり６項で５４６万８,０００円の増。 

４ページをお開きください。 

１２款公債費、１項で４３３万９,０００円の減。 

１３款給与費、１項で７,３００万円の減。 

歳出合計で２０億８,６４０万円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額をそれぞれ 

２２１億２,９７０万円とするものです。 

５ページにお進みください。 

第２表、繰越明許費で、４件を設定するものです。 

まず、１件目。 

４款衛生費、１項保健衛生費、新型コロナウイルスワクチン追加接種事業は、新型コロ

ナウイルスワクチンの追加接種について、実施期間を１２月下旬から令和４年７月までと

予定しており、年度内に終了しない見込みのため、金額を８,０６１万３,０００円として

繰越明許費を設定するものです。 

８款土木費、４項住宅費、公営住宅等整備事業は、グリーンハイツ及びイーストタウン

寿団地２号棟長寿命化改修工事に係る経費について、工期を翌年度までと予定しており年

度内に完成しない見込みのため、金額を２億５,４８４万３,０００円として設定するもの

です。 

１３款給与費、１項給与費の職員経費及び会計年度任用職員経費の２件については、 

１件目の新型コロナウイルスワクチン追加接種事業と同様の理由により、それぞれ、金額

を５６０万円及び２１０万円として設定するものです。 

次に、第３表、債務負担行為補正で、３件を追加するものです。 

まず、１件目。 

大家畜特別支援資金利子補給補助金は、経営の安定などを目的とした借換資金に対して、

北海道と町が一定の割合で利子補給を行うもので、期間は令和４年度から令和２８年度ま

での２５年間、限度額を５１万６,０００円とするものです。 

以下、公の施設に係る指定管理者に対する委託料２件につきましては、別の議案として

提出させていただいておりますが、令和３年度で指定管理期間が満了する公の施設につい

て、翌年度以降も引き続き指定管理を予定するに当たり、必要となる指定管理委託料の債

務負担行為となります。 
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別海町地域情報通信施設は、期間を令和４年度、限度額を２７５万９,０００円、別海

町ふれあいランドは、期間を令和４年度から令和８年度までの５年間、限度額を    

２,４００万円とするものです。  

６ページをお開きください。 

次に、第４表、地方債補正で、１８件の変更です。 

 事業費の確定見込みに伴う借入限度額の減額が主な内容となりますので、１件ごとの説

明は省略させていただき、限度額が増額となるもののみ説明させていただきます。 

 ２段目の大成５５線地区基盤整備促進事業から６段目の光進北地区基盤整備促進事業の

５事業については、町が事業主体の農道関連事業ですが、事業内調整による増減などによ

り、４段目の北栄西地区基盤整備促進事業は、限度額３,５７０万円から３,６５０万円に、

５段目の根室中部７号支線地区基盤整備促進事業は、１,８６０万円から１,９６０万円に、

６段目の光進北地区基盤整備促進事業は、１,７００万円から１,７３０万円に、それぞれ

増額変更するものです。 

 ８段目の漁港整備事業は、漁協等の要望により尾岱沼漁港及び別海漁港の改修工事計画

に変更が生じたため、限度額２,１９０万円から２,４６０万円に増額するものです。 

 下から５段目、公営住宅等整備事業は、グリーンハイツ及びイーストタウン寿団地２号

棟長寿命化改修事業の借入予定により、限度額２,６２０万円から２億６,２９０万円に増

額変更するものです。 

 なお、変更する１８事業の起債の方法、利率、償還の方法については、変更はありませ

ん。 

 一番下段、合計になりますが、補正前の限度額１５億６,６６５万６,０００円に２億 

１,５００万円を追加し、補正後の限度額を１７億８,１６５万６,０００円とするもので

す。 

 続いて、７ページから６２ページまでの歳入歳出補正予算事項別明細書の説明は、全て

省略させていただき、６３ページの補正予算給与費明細書をお開きください。 

 補正予算給与費明細書です。 

 １、特別職で、下段の比較の欄で説明いたします。 

 はじめに、長等は、共済費で２万７,０００円の減。 

 その他の特別職は、職員数が１７人の減、報酬で１７４万５,０００円の減とするもの

です。 

 比較の合計ですが、職員数で１７人の減、報酬で１７４万５,０００円の減、給与費の

合計で１７４万５,０００円の減、共済費で２万７,０００円の減、全合計で、１７７万 

２,０００円の減となるものです。 

 ６４ページをお開きください。 

 ２の一般職、（１）総括で、こちらも比較の欄で説明いたします。 

 職員数は１０人の減で、上段の括弧内には、再任用の短時間勤務職員とパートタイム会

計年度任用職員を合計した人数を外数で記載しており、３人の増です。 

 給与費のうち、報酬は８４４万２,０００円の減、給料は３,７００万円の減、職員手当

は８２７万８,０００円の減、給与費の合計では５,３７２万円の減、共済費は１,８３３

万８,０００円の減、合計で７,２０５万８,０００円の減となるものです。 

 下の表、職員手当の内訳は、各種手当の増減内容となっております。 

 ６５ページ、ア、会計年度任用職員以外の職員、６６ページのイ、会計年度任用職員、
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続く６７ページの（２）給料及び職員手当の増減額の明細、及び６８ページから７０ペー

ジまでの（３）給料及び職員手当の状況につきましては、説明を省略させていただきます。 

以上で、議案第６７号一般会計補正予算（第６号）の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） ここで１０分間休憩いたします。 

午前１１時００分 休憩 

────────────── 

午前１１時１０分 再開 

○議長（西原 浩君） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 次に、議案第６８号令和３年度別海町下水道事業特別会計補正予算（第１号）の説明を

求めます。 

○上下水道課長（谷村将志君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（谷村将志君） はい。 

 議案第６８号の内容を説明いたします。 

 別冊の令和３年度別海町下水道事業特別会計補正予算書の１ページをお開きください。  

 令和３年度別海町下水道事業特別会計補正予算（第１号）。 

 令和３年度別海町下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。 

第１条、歳入歳出予算の補正。 

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１,０１０万円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ５億４,８７０万円とする。 

２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

２ページをお開きください。 

第１表、歳入歳出予算補正で、補正額の欄で申し上げます。 

まず、歳入です。 

１款分担金及び負担金、１項で９万２,０００円の減。 

４款繰入金、１項で１,００７万５,０００円の減。 

５款繰越金、１項で６万７,０００円の増。 

歳入合計で１,０１０万円の減額です。 

次に、３ページを御覧ください。 

１款総務費、１項で３２６万１,０００円の減。 

２款下水道施設費、１項で３７９万６,０００円の減。 

３款集落排水施設費、１項と２項で２７４万４,０００円の減。 

４款公債費、１項で１３３万４,０００円の増。 

５款給与費、１項で１６３万３,０００円の減。 

 歳出合計で１,０１０万円を減額し、補正後の歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

５億４,８７０万円とするものです。 

 次の４ページ及び５ページから１４ページにかけての歳入歳出補正予算事項別明細書の

説明は省略いたします。 

 １５ページをお開きください。 

 補正予算給与費明細書です。 
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 １、一般職、（１）総括で、上の表の下段、比較の欄で御説明いたします。 

 職員数の増減はございません。 

 給料７３万２,０００円の減、職員手当８４万８,０００円の減、給与費計で１５８万円

の減、共済費５万３,０００円の減、合計で１６３万３,０００円の減となるものです。 

 下の表の職員手当の内訳につきましては、手当ごとの増減の内容となっております。 

 下の（２）給料及び職員手当の増減額の明細、及び１６ページの（３）給料及び職員手

当の状況につきましては、説明を省略させていただきます。 

 以上で、議案第６８号下水道事業特別会計補正予算の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 次に、議案第６９号令和３年度別海町介護サービス事業特別会計

補正予算（第１号）の説明を求めます。 

○老人保健施設事務長（竹中利哉君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 老人保健施設事務長。 

○老人保健施設事務長（竹中利哉君） はい。 

 議案第６９号の内容について説明いたします。 

 別冊の令和３年度別海町介護サービス事業特別会計補正予算書１ページをお開きくださ

い。  

 令和３年度別海町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）。 

 令和３年度別海町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。 

第１条、歳入歳出予算の補正。 

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８０万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそ

れぞれ４億９,３５０万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表、歳入歳出予算補正」による。 

２ページをお開きください。 

第１表、歳入歳出予算補正です。 

補正額の欄で申し上げます。 

最初に、歳入です。 

３款国庫支出金、１項で６万円の増。 

４款道支出金、１項で５万５,０００円の増。 

５款財産収入、１項で１３万４,０００円の減。 

６款繰入金、１項で７１万７,０００円の増。 

７款繰越金、１項で１０万２,０００円の増。 

歳入合計で８０万円の追加です。 

次に、歳出です。 

１款介護サービス事業費、１項で３４１万５,０００円の増。 

３款給与費、１項で２６１万５,０００円の減。 

 歳出合計で８０万円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額をそれぞれ４億９,３５０

万円とするものです。  

 ３ページから１０ページまでの歳入歳出補正予算事項別明細書の説明は省略させていた

だきます。 

 続いて、１１ページをお開きください。 
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 補正予算給与費明細書です。 

 １、（１）総括です。 

 下段の比較の欄で説明いたします。 

 職員数の増減はございません。 

給与費のうち、報酬は６８万円の減、給料は８,０００円の増、職員手当は９３万  

６,０００円の減で、給与費合計１６０万８,０００円の減、共済費は１０２万７,０００

円の減、合計で２６３万５,０００円の減となります。 

下の表、職員手当の内訳は、各種手当の増減の内容となっております。 

続いて１２ページ、ア、会計年度任用職員以外の補正予算給与費明細書、１３ページ、

イ、会計年度任用職員の補正予算給与費明細書、続きまして１４ページの（２）給料及び

職員手当の増減額の明細、１５ページから１７ページの（３）給料及び職員手当の状況に

つきましては、説明を省略させていただきます。 

以上で、議案第６９号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 次に、議案第７０号令和３年度町立別海病院事業会計補正予算

（第１号）の説明を求めます。 

○病院事務課長（小川信明君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 病院事務課長。 

○病院事務課長（小川信明君） はい。 

 議案第７０号の内容説明をいたします。 

 別冊の町立別海病院事業会計補正予算書の１ページをお開き願います。  

 令和３年度町立別海病院事業会計補正予算（第１号）。 

 第１条、総則。 

令和３年度町立別海病院事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

第２条、収益的収入及び支出。 

予算第３条の収益的収入及び支出の予定額を、次のとおり補正する。 

支出の１款病院事業費用、１項で４３９万８,０００円を減額し、合計で２４億   

８,０４４万１,０００円とするものです。 

第３条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費。 

予算第７条に掲げる経費を次のとおり改める。 

１号、職員給与費、１,６８０万３,０００円を減額し、１２億５,１８０万９,０００円

とする。 

３ページから６ページの補正予算実施計画及び補正予算実施計画説明書の説明は省略い

たします。 

７ページをお開き願います。 

令和３年度町立別海病院事業会計予定キャッシュフロー計算書（間接法）です。 

現金の流れを示した表になります。 

右側下段の部分で説明いたします。 

下から３行目、資本増減額の見込みで２億４３２万９,０００円の減額となり、最下段、

資金期末残高で９,３３６万円となる予定です。 

続きまして、８ページとなります。 

補正予算給与費明細書です。 

１、総括、下段の比較の合計欄で説明いたします。 
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職員数、一般職で２人の減。括弧内は、再任用短時間勤務職員及び１週間当たりの勤務

時間が常勤職員より短い職員の人数を外数で示しており、６人の増です。 

給料９１０万円の減、手当３５５万円の減、給与費計で１,２６５万円の減、法定福利

費４１５万３,０００円の減、合計で１,６８０万３,０００円の減となります。 

以下、手当の内訳から１２ページまでの説明は省略いたします。 

続きまして、１３ページを御覧ください。 

令和３年度 町立別海病院事業予定損益計算書です。 

右下、下から３行目を御覧ください。 

当年度純損失の見込み、２億７６７万１,０００円となる見込みで、一番下の当年度未

処理欠損金が、２６億２,４０４万６,０００円となる見込みです。 

１４ページの令和３年度町立別海病院事業予定貸借対照表と、１５ページの注記表の説

明は省略させていただきます。 

 以上で、議案第７０号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 次に、議案第７１号令和３年度別海町水道事業会計補正予算（第

２号）の説明を求めます。 

○上下水道課長（谷村将志君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（谷村将志君） はい。 

 議案第７１号の内容説明をいたします。 

 別冊の令和３年度別海町水道事業会計補正予算書の１ページをお開きください。  

 令和３年度別海町水道事業会計補正予算（第２号）。 

 第１条、総則。 

令和３年度別海町水道事業会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

第２条、収益的収入及び支出。 

予算第３条の収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

収益的支出です。 

１款水道事業費用、１項と２項で８１０万円を減額し、８億６,０４３万５,０００円と

するものです。 

第３条、資本的収入及び支出。 

予算第４条の資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。（資本的収入額が資

本的支出額に対して不足する額５億３４７万３,０００円は、減債積立金２億１,４３４万

円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額４,４９９万円、過年度分損益勘定

留保資金２億４,４１４万３,０００円で補てんするものとする。） 

資本的収入です。 

１款資本的収入、１項で１,１２０万円を増額し、１億９,７０５万４,０００円とする

ものです。 

次に、資本的支出です。 

１款資本的支出、１項で９,３１８万４,０００円を増額し、７億５２万７,０００円と

するものです。 

２ページをお開きください。 

第４条、企業債。 

予算第５条で定めた起債の限度額を次のように改める。 
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変更です。 

起債の目的、農業水路等長寿命化事業で、これは追加採択による増額追加となります。 

限度額２,７１０万円に１,１２０万円を追加し、３,８３０万円とするものです。 

起債の方法、利率、償還の方法につきましては変更がありませんので、説明を省略いた

します。 

合計で補正前の限度額１億７,１６０万円に１,１２０万円を追加し、補正後の限度額を

１億８,２８０万円とするものです。 

第５条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費。 

予算第８条に定めた経費の金額を次のように改める。 

１号、職員給与費、５,８４９万４,０００円に３４万３,０００を増額し、５,８８３万

７,０００円とするものです。 

３ページから５ページの補正予算実施計画及び実施計画説明書の説明は省略させていた

だきます。 

６ページをお開きください。 

令和３年度別海町水道事業予定キャッシュフロー計算書（間接法）です。 

現金の流れを示した表になります。 

下から３行目を御覧ください。 

資金増減額の見込みです。 

８,３４１万５,０００円の減額となり、最下段の資金期末残高２７億９,０７８万  

３,０００円となる予定です。 

次に、７ページを御覧ください。 

補正予算給与費明細書です。 

１、総括。 

上の表の下段、比較の合計欄で御説明させていただきます。  

職員数及び給与費の報酬、給料に増減はございません。 

手当３２万８,０００円の増、給与費計で３２万８,０００円の増、法定福利費１万 

５,０００円の増、合計で３４万３,０００円の増となります。  

以下、手当の内訳から１１ページまでの説明は省略させていただきます。 

続いて１２ページをお開きください。 

令和３年度別海町水道事業予定損益計算書です。 

下から４行目を御覧ください。 

当年度純利益の見込みです。 

１億６,０５０万９,０００円となる予定です。 

次の１３ページ、令和３年度別海町水道事業予定貸借対照表と、１４ページの注記表の

説明は省略させていただきます。 

 以上で、議案第７１号水道事業会計補正予算の内容説明を終わります。  

○議長（西原 浩君） 以上で、議案第６７号から議案第７１号までの令和３年度別海町

各会計補正予算の５件について内容説明が終わりました。 

 お諮りします。 

 ただいま上程中の令和３年度別海町各会計補正予算の５件については、予算決算審査特

別委員会に付託の上、審査することにしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６７号から議案第７１号までの５件については、予算決算審査特別

委員会に付託の上、審査することに決定いたしました。 

お諮りします。 

ただいま全員による予算決算審査特別委員会に付託されましたので、本会議での質疑は

省略したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、本会議での質疑は省略することに決定いたしました。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１２ 議案第７２号から日程第１４ 議案第７８号 

○議長（西原 浩君） 日程第１２ 議案第７２号別海町下水道等事業の設置等に関す

る条例の制定について、日程第１３ 議案第７７号別海町集落排水施設設置条例の一部

を改正する条例の制定について、日程第１４ 議案第７８号別海町水道事業及び町立別

海病院事業の利益及び資本剰余金の処分等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついての３件については、別海町議会会議規則第３７条の規定により一括議題といたし

ます。 

内容について順次説明を求めます。 

それでは、初めに、議案第７２号別海町下水道等事業の設置等に関する条例の制定につ

いての説明を求めます。 

○建設水道部長（伊藤一成君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 建設水道部長。 

○建設水道部長（伊藤一成君） はい。 

議案第７２号の別海町下水道等事業の設置等に関する条例の制定について、説明をさせ

ていただきます。 

議案書の６ページをお開き願います。 

本議案は、今日の下水道事業を取り巻く経営環境が、人口減少に伴うサービス需要及び

料金収入の減少、施設等の老朽化に伴い更新需要の増大等により急速に厳しさを増してい

く傾向にあります。 

将来にわたり安定的にサービスを提供していくためには、公営企業会計を適用すること

により、資産を含む経営状況を的確に把握したうえで、中長期的な経営戦略の策定を通じ

て経営基盤の強化と財政マネジメントの向上に取組むことが求められています。 

このような状況の中、国からは平成２７年、平成３１年の２度にわたり、下水道事業の

公営企業化に向けたロードマップが示され、公営企業法適用の要請を各自治体に行ってい

ます。 

これを受け、本町の下水道事業について特別会計から公営企業会計へ移行することと

し、令和４年４月１日からの施行を目指し、新たに条例を制定するものです。 

議案の朗読は省略させていいただき、議案資料で説明させていただきます。 

議案資料の１ページをお開きください。 

 第１条、下水道等事業の設置につきましては、下水道事業を設置する目的について規
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定しており、公衆衛生の向上、併せて公共用水域の水質の保全に資するものとしている

ものです。 

 第２条、法の財務規定等の適用については、公営企業法は公営企業のうち、特定の事

業のみ適用されます。法律上当然に適用される場合の当然適用と、地方公共団体の自主

的な決定によって適用される場合の任意適用があります。 

 また、地方公営企業法の全部を適用する場合の全部適用と、財務や会計に関する規程

第３条から第６条まで、第１７条から第３５条まで、第４０条から第４１条まで、附則

第２項及び第３項のみを適用する財務適用があります。 

 地方公営企業法が当然適用される事業と病院事業以外の事業で、主として事業の経費

を事業の経営に伴う収入をもって充てる事業については、条例で定めるところにより地

方公営企業法の全部または一部、財務規定等を適用することができるとされています。 

したがいまして、別海町の下水道等事業は、任意適用であり、財務適用とすることを

規定しております。 

 ２ページにお進みいただきまして、第３条、経営の基本については、下水道等事業の

経営に関する基本的事項として、経営の原則と事業規模を規定しています。 

 第１項では、地方公営企業法第３条に規定されている、経営の基本原則を引用してい

ます。 

第２項から第３項は、別海町の下水道等事業の事業範囲を規定しています。別海町の

下水道等の事業範囲は、下水道法の規定により定められた事業計画にある区域、計画人

口及び計画汚水量とすることとしています。 

 第４条、重要な資産の取得及び処分については、別海町の下水道等事業における重要

な資産の取得及び処分について、予算で定めるべき内容を明らかにしています。 

 公営企業法第３３条第２項では、地方公営企業の用に供する資産の取得、管理及び処

分について規定されています。 

 資産の種類及び金額については、地方公営企業法施行令第２６条の３で基準が定めら

れており、資産の種類は、不動産若しくは動産のうち、土地については市町村が１件  

５,０００平方メートル以上のもの、金額は、町村については７００万円以上の基準と

なっています。 

 ３ページをお開き下さい。 

 この基準をもとに、重要な資産の取得及び処分のうち、予算で定めるべき内容を条例

で定めるものです。 

 第５条、議会の議決を要する負担付きの寄附の受領等については、負担付きの寄附や

贈与を受ける際に別海町議会の議決が必要となる要件を定めています。 

 地方公営企業法第４０条第２項では、条例で定めるものを除き、負担付き寄附また

は、贈与を受けること、町が当事者である審査請求その他不服申立て、訴えの提起、和

解、あっせん、調停及び仲裁に関すること、法律上その義務に属する損害賠償の額を定

めることについて、町議会の議決は不要であることが規定されています。 

 しかし、係争金額の多額なもの等重要な事案に関しては、町議会の議決が必要である

ため、議決すべき事項として規定するもので、負担付きの寄附または贈与の受領につい

ては、金額またはその目的物の価額を１００万円以上とし、町の義務に属する損害賠償

の金額を１００万円以上と規定するものです。 

 ４ページにお進みください。 
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 第６条、業務状況説明書類の提出については、下水道事業の業務状況説明書類の作成

について規定しています。 

 地方公営企業法第４０条の２第１項では、地方公営企業である下水道等事業の管理者

は、条例に基づき、毎事業年度に少なくとも２回以上業務状況説明書類を作成し、町長

へ提出しなければならないと規定されています。また、町長はこれを遅滞なく公表する

ことと規定されています。 

 第１項は、業務状況説明書類の作成時期について定めており、４月１日から９月３０

日までの業務状況説明書類は１１月３０日までに、１０月１日から３月３１日までの業

務状況説明書類は翌年５月３１日までに作成しなければならないとしています。 

 第２項は、業務状況説明書類に記載すべき事項は、事業の概要と経理の状況のほか、

下水道等事業の経営状況を明らかにするために必要であると町長が認める事項と規定し

ています。そのほかに、１１月３０日までに作成する業務状況説明書類では、前年度の

決算の状況を明らかにしなければなりません。また、翌年５月３１日までに作成する業

務状況説明書類では、当該事業年度の予算の概要と経営方針を明らかにすることとして

います。 

 第３項では、地震や台風等の天災、その他やむを得ない事故が発生し、業務状況説明

書類の作成が期日に間に合わなかった場合について規定しており、その場合、町長は速

やかに業務状況説明書類を作成しなければならないとしています。 

 ５ページをお開き下さい。 

 附則は、この条例の施行期日のほか、この条例の施行の際に必要となる事項を規定し

ております。 

 第１項は、この条例の施行期日を定めており、効力が発生する日を令和４年４月１日

とすることを定めています。 

 第２項第１号及び第２号は、この条例の施行に併せて、「別海町下水道事業特別会計

条例」及び「別海町下水道設置条例」は不要のため、廃止する旨を規定しています。 

 ８ページをお開き下さい。 

 ５ページから８ページまでの別表第１から別表第４は、第３条第２項及び第３項に規

定している別海町の下水道等事業の事業範囲の詳細を定めている表になります。 

 別表第１は、公共下水道事業の排水区の名称、区域及び計画人口、別表第２では、公

共下水道事業の処理施設の名称、位置、処理方式及び処理能力になります。 

 別表第３は、集落排水事業の排水施設の名称、計画排水区域及び計画人口となり、別

表第４では、集落排水事業の排水施設の位置、処理方式及び処理能力になります。 

 各別表の内容説明につきましては省略させていただきます。 

 以上で、議案第７２号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 次に、議案第７７号別海町集落排水施設設置条例の一部を改正

する条例の制定についてと、議案第７８号別海町水道事業及び町立別海病院事業の利益

及び資本剰余金の処分等に関する条例の一部を改正する条例の制定についての説明を求

めます。 

○上下水道課長（谷村将志君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（谷村将志君） はい。 

 それでは、私からは、議案第７７号別海町集落排水施設設置条例の一部を改正する条例
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の制定について、議案第７８号別海町水道事業及び町立別海病院事業の利益及び資本剰余

金の処分等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、内容について説明をさせ

ていただきます。 

 初めに、議案第７７号の説明をさせていただきます。 

 議案書の１９ページをお開きください。 

 本条例の改正目的ですが、議案第７２号において説明のありました、本町の下水道事業

について、特別会計から公営企業会計へ移行し、新たに「別海町下水道等事業の設置等に

関する条例」の制定に伴い、関係する条例について整理等を行う必要が生じたことから、

本条例の一部を改正しようとするものです。 

 それでは、議案の朗読を省略し、議案資料により御説明させていただきます。 

 議案資料の３４ページをお開きください。 

 条例の一部を改正する新旧対照表となります。 

 右側が改正前、左側が改正後、下線部分が今回改正する箇所となります。 

 まず、本条例の題名ですが、本条例中、設置に関する条項については、「別海町下水道

等事業の設置等に関する条例」に統合し整理を行ったため、題名から「設置」の表記を削

除し、改正後の題名を「別海町集落排水施設条例」とするものです。 

 続きまして、改正前の第１条「設置」については、改正後には「趣旨」へ改め、地方自

治法第２４４条の２第１項の規定に基づき、集落排水施設の管理について、必要な事項を

定めるとの条文へ改めようとするものです。 

 次に、改正前の第２条「名称、計画排水区域及び計画人口」については、「別海町下水

道等事業の設置等に関する条例」へ統合したため、削除しようとするものです。 

次に、改正前の第３条を改正後は第２条とし、以降、改正前の第４条から第１６条まで

を改正後において１条ずつ繰り上げるものです。 

 続いて３８ページをお開きください。 

 最後の行になりますが、附則としまして「この条例は、令和４年４月１日から施行す

る。」とするものです。 

 以上で、議案第７７号の内容説明を終わります。 

 引き続きまして、議案第７８号別海町水道事業及び町立別海病院事業の利益及び資本剰

余金の処分等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、内容の説明をいたしま

す。 

 議案の２０ページをお開きください。 

 こちらも、議案第７２号、議案第７７号と同様に、本町の下水道事業を特別会計から公

営企業会計へ移行し、新たに「別海町下水道等事業の設置等に関する条例」の制定に伴

い、関係する条例について整理等を行う必要が生じることから、本条例の一部を改正しよ

うとするものです。 

 それでは、議案の朗読を省略し、議案資料により御説明させていただきます。 

 議案資料の３９ページをお開きください。 

 条例の一部を改正する新旧対照表となります。 

 右側が改正前、左側が改正後、下線部分が今回改正する箇所となります。 

 初めに、本条例の題名ですが、現在、企業会計の別海町水道事業、町立別海病院事業

に、新たに下水道等事業を加える必要があることから、題名中、「別海町水道事業」の次

に「、別海町下水道等事業」を加え、改正後の題名を「別海町水道事業、別海町下水道等
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事業及び町立別海病院事業の利益及び資本剰余金の処分等に関する条例」としておりま

す。 

 次に、第１条では、企業会計における剰余金処分及び欠損の処理の目的について規定さ

れている条項に、新たに「別海町下水道事業」を加える必要があるため、改正後におい

て、「別海町水道事業」の次に「、別海町下水道等事業」を加えております。 

 次に、第２条第１項の利益の処分等の条項におきましても、先ほどの第１条と同様に、

新たに「別海町下水道等事業」を加える必要があるため、改正後の「別海町水道事業」の

次に「、別海町下水道等事業」を加えております。 

 続きまして４０ページを御覧ください。 

 第２条第２項は、下水道事業の公営企業法適用に併せて、毎事業年度に生じた補塡残額

の処分における、新たな処分方法として、これまでの「利益積立金」ほかに、「建設改良

積立金」を設けて整理を行うため、「利益積立金」の次に「又は建設改良積立金」を加え

るものです。 

 また、第３項は、積立金の名称と積立目的を規定している条項ですが、３号としまし

て、「（３）建設改良積立金 建設改良工事の費用に充てる目的」を加えるものです。 

 続いて第５項では、自己資本金への組み入れ方法として、これまでの減債積立金の使用

のほかに、新たに「建設改良積立金」を使用した際の文言を設けるため、３行目中ほどの

「金額を」の文言の次に、「建設改良積立金を使用して建設又は改良を行った場合におい

ては、その使用した建設改良積立金の額に相当する金額を」の文言を加えるものです。 

 最後の行になりますが、附則としまして「この条例は、令和４年４月１日から適用す

る。」とするものです。 

 以上で、議案第７８号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第７２号及び議案第７７号、議案第７８号の内容説明が終わ

りましたので、本件の質疑を行います。 

質疑に入ります。 

 （「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

 ただいま議題となりました議案第７２号別海町下水道等事業の設置等に関する条例の制

定の件は、産業建設常任委員会に付託いたします。 

 ここで１時まで休憩いたします。 

午前１１時５５分 休憩 

────────────── 

午後 ０時５９分 再開 

○議長（西原 浩君） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

─────────────────────────────────― 

◎日程第１５ 議案第７３号から日程第１６ 議案第７４号 

○議長（西原 浩君） 日程第１３ 議案第７３号別海町ふるさと寄附条例の一部を改

正する条例の制定について、日程第１４ 議案第７４号別海町ふるさと応援基金条例の

一部を改正する条例の制定についての２件については、別海町議会会議規則第３７条の

規定により一括議題といたします。 

内容について順次説明を求めます。 

○総合政策課長（寺尾真太郎君） はい、議長。 
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○議長（西原 浩君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（寺尾真太郎君） はい。 

 議案第７３号別海町ふるさと寄附条例の一部を改正する条例の制定について及び議案第

７４号別海町ふるさと応援基金条例の一部を改正する条例の制定についての２件は、関連

がありますので、一括して内容の方を説明いたします。 

 議案書の１２ページをお開きください。 

 別海町ふるさと寄附条例の改正について、その発生源経緯でございますけれども、本

年度から町の施策といたしまして、ふるさと納税制度の推進を強化しその成果によって多

くの寄附が期待されているところであります。 

 このような中、現在、本条例で規定する寄附者が使途を指定できる目的の事業には、子

ども子育てや教育、また、健康や医療、そして、移住定住等に関する事業がございませ

ん。 

 本条例が制定されてから１０年以上が経過し、時代の変化に伴い、町に求められる重要

施策も拡充している中、寄附者の寄附目的、意向の範囲を広げたいとすることはもとよ

り、寄附を財源とした町のサービスを受ける住民の範囲を広げたいとする理由により、第

２条各号を改正したいとするものです。 

 もう１点は、現行規定では、当該寄附金を積み立てる際には、ふるさと応援基金のほか

に、寄附の目的によって他の基金に積立てる規定となっています。 

 寄附額が増え積立額も多額になり、ふるさと応援寄附による積立額と使途の明確化、こ

ちらがより一層求められる中、複数の基金に積立てる現行規定では、わかりにくくなる部

分もありますため、ふるさと応援寄附金を原資とした積立ては、他の基金を含めず、ふる

さと応援基金で管理し、わかりやすくしたいとする理由により、第３条第１項を改正した

いとするものです。 

 続いて、１４ページをお開きください。 

 こちらは、別海町ふるさと応援基金条例の改正になります。 

 先ほど説明いたしましたとおり、ふるさと応援寄附金を原資とした積立ては、全てふる

さと応援基金で管理したいとする議案第７３号の改正に併せ、整理改正しようとするも

のです。 

 それでは、各改正項目の説明をいたしますが、議案第７３号及び議案第７４号ともに議

案本文の朗読は省略いたしまして、議案資料により説明いたします。 

 議案資料の９ページをお開きください。 

 別海町ふるさと寄附条例の一部を改正する条例の新旧対照表です。 

 表の右側が改正前、左側が改正後になります。 

 改正内容ですが、改正前第２条の各号を、改正後の第２条の各号に改めます。 

解釈としましては、改正前の事業の区分から省くものはなく、追加する内容となってお

ります。 

 まず、改正前第１号に、「移住定住の推進等」を加え、改正後において、「協働のまち

づくりによる交流、移住定住の推進等、地方創生に資する事業」としております。 

 第２号は変更なく、改正後の第３号及び第４号に、これまで規定のなかった「子ども子

育ての支援及び教育の充実に資する事業」、そして、「健康や医療の充実に資する事業」

を新たに加えております。 

 次に、改正前第３号から第５号までの、「新エネルギー」や「自然環境景観」、「豊
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かで清らかな川づくり」に関しましては、大項目と具体性のある事業の並列となっており

ますため、寄附者が迷わず選択しやすいように、改正後の第５号において、「脱炭素の推

進をはじめとする自然環境や地域景観の保全に資する事業」として、まとめております。 

 続いて、改正前第６号の「酪農水産及び商工観光等の振興発展に資する事業」には、

改正後の第６号において、新たに「地場産品等による商品開発」を加えております。 

 また、改正前第７号及び８号の「スポーツ、芸術文化の振興」を、改正後の第７号にお

いて、「スポーツ、芸術文化の振興発展等、生涯学習の推進に資する事業」としてまと

め、そして、改正後の８号に、寄附者の選択肢にない場合に備え「その他まちづくりのた

めに必要な事業」を加えるものです。 

 １０ページにお進みください。 

 次に、寄附金の管理運用に関する改正です。 

改正前の第３条各号では、改正前第２条の１号から４号までの事業に寄せられた寄附は

「ふるさと応援基金」に、第５号に寄せられた寄附は「清流保全基金」に、第６号に寄せ

られた寄附は「産業振興基金」に、第７号に寄せられた寄附は「スポーツ振興基金」に、

第８号に寄せられた寄附は「生涯学習振興基金」において管理運用する規定を、改正後

においては、全て「別海町ふるさと応援基金条例に基づく別海町ふるさと応援基金」で管

理運用する規定に改正したいとするものです。 

 次に、附則の第１項、施行期日は、「この条例は、公布の日から施行する。」とし、第

２項、適用区分では、「この条例による改正後の別海町ふるさと寄附条例の規定は、この

条例の施行の日（以下「施行日」という。）以後に寄附の申出を受け付けた寄附金につい

て適用し、施行日前に寄附の申出を受け付けた寄附金については、なお従前の例によ

る。」とするものです。 

 １１ページをお開きください。 

 こちらは、別海町ふるさと応援基金条例の一部を改正する条例の新旧対照表です。 

 同じく、表の右側が改正前、左側が改正後となります。 

 改正前の第２条及び第６条における寄附条例第２条の次、第１号から第４号までを改正

後において各号に改めるものですが、こちらは、先ほど説明いたしました、ふるさと寄附

条例に基づいた寄附によるものは、全てふるさと応援基金で管理運用したいとした、寄

附条例の一部改正案により、整理改正するものです。 

 附則といたしまして、こちらは、「この条例は、公布の日から施行する。」とするもの

です。 

 以上で、議案第７３号及び７４号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第７３号及び議案第７４号の内容説明が終わりましたので、

本件の質疑を行います。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１７ 議案第７５号 

○議長（西原 浩君） 日程第１７ 議案第７５号別海町国民健康保険税条例の一部を改

正する条例の制定についてを議題といたします。 

内容について説明を求めます。 
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○税務課長（伊藤輝幸君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 税務課長。 

○税務課長（伊藤輝幸君） はい。 

議案第７５号別海町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について、内容を

御説明いたします。 

本案は、「全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正す

る法律」が令和３年６月１１日に、「全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康

保険法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備等に関する政令」が令和３年

９月１０日に公布され、国民健康保険税の改正部分は令和４年４月１日から施行されるこ

とに伴い、本町の国民健康保険税におきましても、法律等に準じた条例改正を行うもので

す。 

なお、「全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する

法律」の概要は、令和２年１２月１５日に閣議決定された「全世代型社会保障改革の方針

について」などを踏まえ、現役世代への給付が少なく、給付は高齢者中心、負担は現役世

代中心というこれまでの社会保障の構造を見直して、全ての世代で広く安心を支えていく

全世代対応型の社会保障制度を構築するため、所要の改正が行われたものです。 

この中で、国民健康保険税においては子供に係る保険税の均等割額の減額措置の導入が

行われ、その減額相当額を公費で負担する制度を創設するとされており、今回の条例改正

の主要な事項となっております。 

具体的には、未就学児に係る被保険者均等割額について、その５割を公費により軽減し

ようとするものです。なお、公費負担割合は国が２分の１、都道府県が４分の１、市町村

が４分の１となります。 

議案書では、１５ページから１７ページになりますが、改正条文の朗読は省略させてい

ただき、別冊の議案資料によりご説明いたします。 

議案資料の１２ページをお開き願います。 

１２ページから２７ページが本改正案の新旧対照表で、右の欄が改正前、左の欄が改正

後となります。 

２８ページは附則となっております。 

それでは２９ページにお進みください。 

改正内容を改正条例制定説明資料により、御説明いたします。 

まず、改正要旨です。 

令和４年１月１日施行の「全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等

の一部を改正する法律」の公布に伴い、子ども（未就学児）に係る国民健康保険税被保険

者均等割額について、その５割を減額し、その減額相当額を公費で支援する制度が創設さ

れたことにより、所要の見直しを行うものです。 

次の表は、左から順に区分、改正項目、改正条項、改正内容となっています。 

区分１から区分３の改正は、いずれも、見出しに「基礎課税額の」を追加し、規定の明

確化を行おうとするものです。 

改正条項は、条例第３条から第５条となります。 

区分４の改正は、見出しに「基礎課税額の」を追加し、規定の明確化を行おうとすると

ともに、法律及び政令の改正に伴い規定の整備を行おうとするものです。 

改正条項は第５条の２となります。 
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区分５の改正は、不要な規定である「賦課期日の属する年の前年の所得に係る」を削除

しようとするものです。 

改正条項は第６条となります。 

区分６の改正は、法律及び政令改正にあわせ、所要の規定を整備しようとするもので

す。 

改正条項は第１３条となります。 

区分７の改正は、今回の改正の主要な事項である未就学児の被保険者均等割額の減額に

ついて規定するとともに、法律及び政令改正にあわせた所要の規定の整備等を行おうとす

るものです。 

改正条項は第２１条となります。 

３０ページにお進みください。 

被保険者均等割額における、軽減区分ごとの公費負担分と被保険者負担分をあらわした

表となっています。 

上の表は基礎課税額に対する表、下の表は後期高齢者支援金等課税額に対する表となっ

ています。 

表の中で矢印記載欄は公費負担分、網掛け欄は被保険者負担分となっています。 

まず、上の基礎課税額に対する表の御説明をいたします。 

なお、表は左から被保険者均等割りの額、７割、５割、２割軽減、軽減無しの場合の額

と割合を記載しています。 

左端の欄、基礎課税額における被保険者均等割額は３万円です。 

７割軽減です。７割軽減分は２万１,０００円です。公費負担分と被保険者負担分はそ

れぞれ、残り３割の半分である１.５割の４,５００円となります。 

５割軽減です。５割軽減分は１万５,０００円です。公費負担分と被保険者負担分はそ

れぞれ、残り５割の半分である２.５割の７,５００円となります。 

２割軽減です。２割軽減分は６,０００円です。公費負担分と被保険者負担分はそれぞ

れ、残り８割の半分である４割の１万２,０００円となります。 

軽減無しです。公費負担分と被保険者負担分はそれぞれ、５割の１万５,０００円とな

ります。 

続いて、下の後期高齢者支援金等課税額に対する表の御説明をいたします。 

なお、表のつくりは基礎課税額分と同様です。 

後期高齢者支援金等課税額における被保険者均等割額は７,０００円です。 

７割軽減です。７割軽減分は４,９００円です。公費負担分と被保険者負担分はそれぞ

れ、残り３割の半分である１.５割の１,０５０円となります。 

５割軽減です。５割軽減分は３,５００円です。公費負担分と被保険者負担分はそれぞ

れ、残り５割の半分である２.５割の１,７５０円となります。 

２割軽減です。２割軽減分は１,４００円です。公費負担分と被保険者負担分はそれぞ

れ、残り８割の半分である４割の２,８００円となります。 

軽減無しです。公費負担分と被保険者負担分はそれぞれ、５割の３,５００円となりま

す。 

なお、最下段は公費負担分の国、地方の負担割合であり、国が２分の１、都道府県が４

分の１、市町村が４分の１となります。 

３１ページにお進みください。 
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区分８の改正は、法律改正にあわせ、所要の規定を整備しようとするものです。 

改正条項は第２１条の２となります。 

区分９から３２ページにわたる区分１９の改正は、法律及び政令改正に併せ所要の規定

を整備しようとするとともに、附則内における記載内容を統一するため、見出し中の「国

民健康」及び規定中の「国民健康保険の」を削除しようとするものです。 

改正条項は、附則第２項から附則第４項及び附則第６項から附則第１３項となります。 

続いて、本資料の２８ページにお戻りください。 

附則です。 

施行期日につきましては、「この条例は、公布の日から施行する。ただし、第５条の２

第１号及び第１３条第１項の改正規定、第２１条の改正規定（「係る」の次に「基礎課税

額の」を加える部分を除く。）並びに第２１条の２の改正規定（「前条の」を「前条第１

項の」に、「前条第１号」を「前条第１項第１号」に改める部分に限る。）並びに附則第

２項から第４項まで及び第６項から第１３項までの改正規定並びに次項の規定は、令和４

年４月１日から施行する。」とするものです。 

適用区分につきましては、「この条例（前項ただし書に規定する改正規定に限る。）に

よる改正後の別海町国民健康保険税条例の規定は、令和４年度以後の年度分の国民健康保

険税について適用し、令和３年度分までの国民健康保険税については、なお従前の例によ

る。」とするものです。 

 以上で、議案第７５号の説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第７５号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１８ 議案第７６号 

○議長（西原 浩君） 日程第１８ 議案第７６号別海町国民健康保険条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

○町民課長（皆川 学君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 町民課長。 

○町民課長（皆川 学君） はい。 

 議案第７６号別海町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について、内容説明

いたします。 

 議案の１８ページをお開きください。 

 本条例の改正は、健康保険法施行令等の一部を改正する政令が、令和４年１月１日に施

行されることに伴い、条例の一部を改正するものです。 

 なお、本改正は、産科医療補償制度の掛金に基づき設定された加算する額を引き下げる

とともに、出産育児一時金等の支給総額については、少子化対策としての重要性に鑑み、

４２万円を維持するとされたことから、出産育児一時金の額を引き上げるものです。 

 それでは、議案の内容説明をいたしますが、議案本文の朗読は省略し、議案資料により

説明いたします。 
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 議案資料の３３ページをお開きください。 

 条例の一部を改正する条例の新旧対照表です。 

 表の右側が改正前、左側が改正後になります。 

 第７条第１項、出産育児一時金の額について、改正前「４０万４,０００円」を、改正

後では、「４０万８,０００円」に改め、ただし書きの加算額について、改正前「１万 

６,０００円」を、改正後では「１万２,０００円」に改めるものです。 

また、附則として、１項では、施行期日を「令和４年１月１日」とし、２項では、経過

措置として、条例の施行の日の前日までに出産した被保険者については、改正後の第７条

第１項の規定にかかわらず、なお従前の例によるとするものです。 

 以上で、議案第７６号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第７６号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１９ 議案第７９号 

○議長（西原 浩君） 日程第１９ 議案第７９号別海町水洗便所改造資金融資条例の一

部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

○上下水道課長（谷村将志君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（谷村将志君） はい。 

 議案第７９号別海町水洗便所改造資金融資条例の一部改正について、内容を説明させて

いただきます。 

 議案書の２２ページをお開きください。 

 本条例の改正目的ですが、下水道処理区内の水洗化未設置者に対して、水洗化への改造

を行う際の融資等について、現在の社会情勢にあわせた制度内容へと改正を行い、下水道

供用区域内の水洗化の一層の推進を図る必要があることから、本条例の一部を改正を行お

うとするものです。 

 議案の朗読は省略し、議案資料により説明いたします。 

 議案資料の４１ページをお開きください。 

 条例の一部改正を改正する新旧対照表となります。 

 右側が改正前、左側が改正後、下線部分が改正箇所になります。 

 改正前の第５条第２号で、融資する資金の「利率は、年利３.５パーセント」につい

て、改正後では、資金の「利息は付さない」と変更するものです。 

 また、改正前の同条第３号で融資する資金の償還方法について、「元利均等月賦償還」

であったものを、改正後では「元金均等月賦償還」として償還方法を改め、また、「ただ

し、期限前において繰上償還をすることができる。」との文言を追加するものです。 

 続きまして、改正前の第１１条で、町は「融資により交付した資金の利子が年利３.５

パーセントを超える利子相当額」を負担していた条文を、改正後では、「規定により融資

した資金に見合う利息相当額」に改めるものです。 
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 これにより、これまで３.５パーセントを超える利子について、町で負担していた利子

相当額の負担に関する条項を、改正後では利子相当額全額を下水道等事業で負担すること

としたものです。 

 続いて最後の行になりますが、附則として「この条例は、令和４年４月１日から施行す

る。」とするものです。 

 以上で、議案第７９号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第７９号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２０ 議案第８０号 

○議長（西原 浩君） 日程第２０ 議案第８０号工事請負契約の締結について、中西別

上風連線改良舗装工事を議題といたします。 

 内容について説明を求めます。  

○財政課長（川具哉君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（川具哉君） はい。 

議案第８０号の内容説明をいたします。 

議案の２３ページをお開きください。 

本案は、工事請負契約の締結に当たり、予定価格が５,０００万円を超えるため、地方

自治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 最初に、議案本文を朗読いたします。 

１、契約の目的、中西別上風連線改良舗装工事。 

２、契約の方法、簡易公募型指名競争入札による契約。 

３、契約金額、２億６,５５４万円（内消費税及び地方消費税額２,４１４万円）。 

４、契約の相手方、野付郡別海町別海常盤町５番地、高玉建設工業株式会社、代表取締

役社長、髙玉哲朗。 

次に、本案提出に至るまでの入札等の経過について御説明いたします。 

公募期間は、１０月１３日から１１月２日までの休日を除く１５日間。 

応募者数は５者で、資格審査の結果、全ての応募者が資格ありと認められました。 

入札の執行は１２月２日、高玉建設工業株式会社、寺井建設株式会社、株式会社別海、

島影建設株式会社、角川建設株式会社の５者による指名競争入札を行い、１回目の入札で

落札いたしました。 

消費税及び地方消費税を除く最高入札価格は２億４,２１０万円、最低入札価格は２億

４,１４０万円で、最低入札者であります本案の高玉建設工業株式会社と現在、仮契約中

であります。 

なお、工期は、本契約の翌日から翌年の１２月２０日までを予定しております。 

工事の内容につきましては、議案資料で御説明いたします。 

議案資料の４２ページをお開きください。 

工事の場所は、中西別市街から矢臼別演習場入口に向かう計画路線中、赤色の太線で表
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示した区間となります。 

工事概要ですが、赤色の太線で示します８００メートルについて、車道幅員５.５メー

トルで改良舗装工事を行うものです。 

資料の４３ページに本工事に係る土工定規図を掲載しておりますが、詳細な内容につい

ては、説明を省略させていただきます。 

以上で、議案第８０号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第８０号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２１ 議案第８１号 

○議長（西原 浩君） 日程第２１ 議案第８１号工事請負契約の締結について、根室中

部３号主要幹線改良舗装工事を議題といたします。 

 内容について説明を求めます。  

○財政課長（川具哉君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（川具哉君） はい。 

議案第８１号の内容説明をいたします。 

議案の２４ページをお開きください。 

本案は、工事請負契約の締結に当たり、予定価格が５,０００万円を超えるため、地方

自治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 最初に、議案本文を朗読いたします。 

１、契約の目的、根室中部３号主要幹線改良舗装工事。 

２、契約の方法、簡易公募型指名競争入札による契約。 

３、契約金額、１億１２０万円（内消費税及び地方消費税額９２０万円）。 

４、契約の相手方、野付郡別海町別海１３０番地の１８、寺井建設株式会社、代表取締

役、寺井範男。 

次に、本案提出に至るまでの入札等の経過について御説明いたします。 

公募期間は、１０月１３日から１１月２日までの休日を除く１５日間。 

応募者数は５者で、資格審査の結果、全ての応募者が資格ありと認められました。 

入札の執行は１２月２日、高玉建設工業株式会社、寺井建設株式会社、株式会社別海、

島影建設株式会社、角川建設株式会社の５者による指名競争入札を行い、１回目の入札で

落札いたしました。 

消費税及び地方消費税を除く最高入札価格は９,３００万円、最低入札価格は９,２００

万円で、最低入札者であります本案の寺井建設株式会社と現在、仮契約中であります。 

なお、工期は、本契約の翌日から翌年の１０月２０日までを予定しております。 

工事の内容につきましては、議案資料で御説明いたします。 

議案資料の４４ページをお開きください。 

工事の場所は、図面の右側、国道２４３号線から中央の道道別海厚岸線を交差して、国

道２４３号線に接続する計画路線中、赤色の太線で表示した区間となります。 
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工事概要ですが、赤色の太線で示す４５０.０６メートルについて、車道幅員５.５メー

トルで改良舗装工事を行うものです。 

資料の４５ページに、本工事に係る土工定規図を掲載しておりますが、詳細な内容につ

いては、説明を省略させていただきます。 

以上で、議案第８１号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第８１号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２２ 議案第８２号 

○議長（西原 浩君） 日程第２２ 議案第８２号公の施設に係る指定管理者の指定につ

いて、別海町地域情報通信施設を議題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

○ふるさと応援・情報化推進室長（松本博史君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） ふるさと応援情報化推進室長。 

○ふるさと応援・情報化推進室長（松本博史君） はい。 

それでは、議案第８２号の内容説明をいたします。 

議案書の２５ページをお開き願います。  

指定管理による管理運営を行っております別海町地域情報通信施設は、令和４年３月３

１日をもって現在の指定管理期間が満了することから、指定管理者による管理を継続する

に当たり、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を求めるものであり

ます。 

なお、指定管理者の選定に関しましては、本年１１月２２日開催の指定管理者選定委員

会において、通信事業の専門性や地域に密着した情報化推進の観点から、公募によらず、

株式会社オーレンスを引き続き指定することが適当であること、また、指定管理期間は１

年間が適当であることの意見をいただいているところであります。 

現在、本町全域を対象範囲とした光ファイバー整備事業を進めており、令和４年度中に

光ファイバーによる通信サービスの供用が順次進められる予定であることから、一定の移

行期間が必要であるため、指定管理期間は１年間とするものです。 

以下、議案を朗読して内容説明に代えさせていただきます。  

第１項、指定管理者に管理を行わせる公の施設の名称及び所在地。  

第１号、名称、別海町地域情報通信施設。 

第２号、所在地、別紙のとおりでございまして、２６ページをお開きください。 

別紙として、公の施設の所在地を表示しております。 

通信設備の設置場所として、上段の番号１の「別海町別海常盤町２８０番地」から番号

２１の「別海町尾岱沼潮見町１０２番地」まで、それぞれ、基地局通信設備と中継局通信

設備を併せ持つ施設となっております。 

それでは、また２５ページに戻っていただきまして、第２項、指定管理者です。 

第１号、住所、別海町別海旭町４８番地１。 

第２号、名称、株式会社オーレンス。 
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第３号、代表者名、代表取締役、高橋武靖。 

第３項、指定の期間、令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで。  

以上で、議案第８２号の内容説明を終わります。  

○議長（西原 浩君） 議案第８２号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２３ 議案第８３号 

○議長（西原 浩君） 日程第２３ 議案第８３号公の施設に係る指定管理者の指定につ

いて、別海町営畜牛育成牧場を議題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

○農政課長（小野武史君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 農政課長。 

○農政課長（小野武史君） はい。 

議案第８３号公の施設に係る指定管理者の指定について、内容を説明いたします。 

議案書の２７ページをお開きください。  

別海町営畜牛育成牧場は、平成２４年度から指定管理者による管理運営を実施してきま

したが、本年度をもって現在の指定管理期間が満了となることから、指定管理を継続する

に当たり、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求めるもので

す。 

本件は、平成２４年度から指定管理を行ってきた有限会社別海町酪農研修牧場を研修業

務に専念させるとともに、当該施設の隣接地にＪＡ道東あさひ哺育育成センターが建設

されたことに伴い、両施設が連携することで、利用農家にとってもメリットが大きく、よ

り高い飼養管理技術などを蓄積している道東あさひ農業協同組合による指定管理が望まし

いと考え、円滑な指定管理移行に向けた準備を進めてきたところです。 

なお、指定管理者の選定については、本年１１月２２日開催の指定管理者選定委員会に

おいて、育成牛の飼養管理については、専門性が要求され、利用農家のニーズに対応しな

がら飼養管理を効果的かつ効率的に行う必要があることから、公募によらず、当該施設隣

接地にて、哺育育成センターを運営し、飼養管理等の高い技術を有している道東あさひ

農業協同組合を指定することが適当であること、また、指定管理期間は３年間が適当であ

るとの意見をいただいております。 

それでは、以下、議案を朗読し、内容説明に代えさせていただきます。  

第１項、指定管理者に管理を行わせる公の施設の名称及び所在地。  

第１号、名称、別海町営畜牛育成牧場。 

第２号、所在地、別海町中西別４４番地１１。 

第２項、指定管理者。 

第１号、住所、別海町別海緑町１１６番地９。 

第２号、名称、道東あさひ農業協同組合。 

第３号、代表者名、代表理事組合長、原井松純。 

第３項、指定の期間、令和４年４月１日から令和７年３月３１日までの３年間とするも
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のです。  

以上、議案第８３号の内容説明を終わります。  

○議長（西原 浩君） 議案第８３号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２４ 議案第８４号 

○議長（西原 浩君） 日程第２４ 議案第８４号公の施設に係る指定管理者の指定につ

いて、別海町ふれあいランドを議題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

○商工観光課長（田畑直樹君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（田畑直樹君） それでは、議案第８４号の内容について御説明いたしま

す。 

議案の２８ページをお開きください。  

別海町ふれあいランドは、別海ふれあいキャンプ広場とグリーン広場の２つの施設で構

成されており、平成２１年度から株式会社別海町観光開発公社が指定管理者として管理運

営を実施してきましたが、本年度をもちまして現在の指定管理期間が満了となることか

ら、指定管理者による管理を継続するに当たり、地方自治法第２４４条の２第６項の規定

により、議会の議決を求めるものでございます。 

なお、指定管理候補者の選定につきましては、公募によらない方法とし、令和３年１１

月２２日開催の指定管理者選定委員会において、指定管理候補者は適当であり、指定管理

期間は５年間が適当であると判断するとの御意見をいただいているところでございます。 

それでは、以下、議案を朗読し、内容説明に代えさせていただきます。 

第１項、指定管理者に管理を行わせる公の施設の名称及び所在地。  

第１号、名称、別海町ふれあいランド。 

第２号、所在地、別海町別海１４１番地１ほか。 

第２項、指定管理者。 

第１号、住所、別海町野付６３番地。 

第２号、名称、株式会社別海町観光開発公社。 

第３号、代表者名、代表取締役、曽根興三。 

第３項、指定の期間、令和４年４月１日から令和９年３月３１日までの５年間とするも

のです。  

以上で、議案第８４号の内容説明を終わります。  

○議長（西原 浩君） 議案第８４号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 
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◎日程第２５ 議案第８５号 

○議長（西原 浩君） 日程第２５ 議案第８５号辺地に係る公共的施設の総合整備計画

の変更についてを議題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

○財政課長（川具哉君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（川具哉君） はい。 

議案第８５号の内容説明をいたします。 

議案の２９ページをお開きください。 

議案第８５号辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について。 

本件につきましては、「辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等

に関する法律」第３条において、辺地の公共的な施設を整備しようとするときは、あらか

じめ都道府県知事と協議の上、議会の議決を経て当該辺地に係る公共的施設の総合的な整

備に関する財政上の計画を定め、これを総務大臣に提出しなければならないと規定されて

おり、同条第８項の規定により、総合整備計画を変更する場合についても同様とされてい

ることから、計画内容の変更について議会の議決を求めるものであります。 

なお、北海道知事との協議については、事前に終了していることを申し添えます。 

今回変更するのは、尾岱沼辺地です。 

３０ページをお開きください。 

尾岱沼辺地の総合整備計画書です。 

尾岱沼辺地の総合整備計画は、平成２９年度から令和３年度までの５年間で、今回は第

７次の変更です。 

変更の内容は、次のページ、３番の表になります。 

表の下段に記載している電気通信施設について、コミュニティＦＭ放送通信施設整備事

業の事業費変更によるもので、変更後における事業費を、１４９万５,０００円増の  

８,０７０万３,０００円とし、財源内訳の一般財源を、同じく１４９万５,０００円増の

２,９２０万３,０００円とし、一般財源のうち、辺地対策事業債の予定額を１５０万円増

の２,９２０万円とするものです。 

変更後の尾岱沼辺地全施設の事業費合計は、５億２,３２２万３,０００円、辺地対策事

業債の予定額合計は、３億９,１５０万円となります。 

以上で、議案第８５号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第８５号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

 

 

────────────────────────────────── 

◎日程第２６ 同意第１号 

○議長（西原 浩君） 日程第２６ 同意第１号別海町教育委員会委員の任命についてを

議題といたします。 
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 内容について説明を求めます。 

○町長（曽根興三君） 議長。 

○議長（西原 浩君） 町長 

○町長（曽根興三君） 同意第１号の提案理由の説明を申し上げます。 

 本町の教育委員につきましては、現在４名の方を任命いたしているところでございます

けれども、木村江里さんが令和３年１２月２１日をもちまして任期満了となります。 

 つきましては、新たに森野志保さんを教育委員に任命いたしたく、議会の同意を求める

ものでございます。 

 森野さんは、別海町別海鶴舞町１５番地にお住まいで、昭和４４年１０月２３日生まれ

の満５２歳でございます。 

 任期につきましては、令和３年１２月２２日から令和７年１２月２１日までの４年間で

ございます。 

 主な経歴について申し上げます。 

 森野さんは、日本体育大学を御卒業後、平成４年に群馬県にある佐田建設株式会社に勤

務され、仕事をしながらスピードスケートを続けられました。 

 平成６年に冬季五輪リレハンメルオリンピックに出場され、１,０００メートルで６位

入賞を果たされるとともに、平成１０年の長野オリンピックにも出場されております。 

 これらの輝かしい御活躍により、この功績は特に顕著であることから、平成１０年に

は、本町第１号の町民栄誉賞の栄誉に輝いております。 

 平成１１年度から平成２７年度の１６年間は、別海町教育委員会で勤務され、主に社会

教育、社会体育に携わっていただきました。 

 現在は、本町で、日常的な多世代交流や地域の子供に役立つ場を創りたいと一般社団法

人を仲間と立ち上げ、この代表として、町民のつながりを目的とした様々な活動を実践さ

れております。 

 森野さんは、地域からの人望も厚く、人格、識見ともに大変立派な方でございます。 

 御審議の上、ぜひ御同意を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（西原 浩君） 同意第１号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行いま

す。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２７ 報告第２２号 

○議長（西原 浩君） 日程第２７ 報告第２２号専決処分の報告について、北栄西地区

農道改良舗装工事を議題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

 なお、本件は、報告のみでありますことを申し添えます。 

○財政課長（川具哉君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（川具哉君） はい。 

 報告第２２号の内容説明をいたします。 

議案の３３ページをお開きください。 
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報告第２２号専決処分の報告について。 

本件は、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、議会の議決により指定された工

事請負契約に変更の必要性が生じ、次のとおり専決処分したので、同条第２項の規定によ

り報告するものです。 

専決処分書を朗読いたします。 

専決処分書。 

地方自治法第１８０条第１項の規定により、次のとおり専決処分する。 

令和３年１１月３０日。 

別海町長、曽根興三。 

工事請負契約の一部変更について。 

令和３年６月２４日議案第４８号により議決を経て締結した、北栄西地区農道改良舗装

工事請負契約の一部を次のように変更する。 

契約金額「７,７３３万円（内消費税及び地方消費税額７０３万円）」を「７,７８４万

７,０００円（内消費税及び地方消費税額７０７万７,０００円）」に改める。 

変更の内容につきましては、当初概数としていた排水構造物工、構造物撤去工、産業廃

棄物処理工、準備費の数量確定により、５１万７,０００円の増額となったものです。 

以上で、報告第２２号の内容説明を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎散会宣言 

○議長（西原 浩君） 以上で、本日の日程は、全て終了いたしました。 

本日は、これで散会します。 

なお、明日は一般質問を午前１０時から開きますので、御参集願います。 

皆さん、大変御苦労さまでした。 

 

散会 午後 １時５７分 
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 上記は、地方自治法第１２３条の規定により会議の次第を記載したものであ

る。 
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